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o.はじめに

存在するものがどのように分類されるか、と

いう問題についてインド哲学諸学派は様々な

説を唱えるが、ジャイナ教は基本的に二元論の

立場に立っている。根本的な二つの原理は精

神原理ジーヴァ（jiva）と物質原理アジーヴア

（吋iva）である。ジーヴアは精神を本質とし、

輪廻主体であり認識主体である。それに対し

てアジーヴァは精神を本質としないものであ

り、ジーヴァの解脱を妨げる1。存在するもの

はすべて、ジーヴァとアジーヴァに包含され

るのである。ジャイナ教においては輪廻の問

題や認識の問題を中心としてジーヴァについ

ての詳細な議論がなされる一方で、ウマース

ヴァーティ（Umasvati/Umasvamin2，五世紀）の

「タットヴァ・アルタ・アディガマ・スートラ』

( Tattviirthiidhigamasutra：以下TAAS）第五章に

おいては存在の範曙が列挙され、それらがいか

なる仕方で存在するかについて言及されてい

る。本稿ではTAASの自注に次ぐ最古の注釈と

いわれるプージャパーダ（Piijyapada：空衣派，

七世紀頃）の『サルヴァ・アルタ・シッデイ』

(Sarviirthasiddhi：以下 SS）を根拠として、精

神性をもたない物理的世界の構成原理であるア

lジャイナ教においてジーヴァ、アジーヴァ、漏（iisrava）、
縛（baudha）、遮（saipvara）、減（niりarii）、解脱（mok担）
が解脱に至るための信仰の対象となる七つの根本原理と
される。これらはジーヴァが解脱に至るまでのジーヴア
とアジーヴァの相互交渉の過程を示している。

2空衣派ではウマースヴァーミンと呼ばれ、白衣派で
はウマースヴァーティと呼ばれる。一般的にはウマース
ヴアーティという名が用いられる。 Sukhlalji[l974:16] 

ジーヴァの各範障を詳察し、ジャイナ教独自の

世界観の一端を提示する。

1.五つのアジーヴア

アジーヴァのカテゴリーに列挙される五つの

実体とは、プドガラ（pudgala）・タ。ルマ（dharma）・

アダルマ（adhama）・虚空（akasa）・時間（kala）で

ある。以下で個々の特徴を明らかにし、ジャイ

ナ教における物理的世界観の全体像を捉える。

2.プドガラ

プドガラはジーヴアの解脱を妨げる原因であ

り、六つの実体の中で唯一形態（mu凶）を有す

る。さらにジャイナ教では音や光や熱がプドガ

ラに含まれる。すなわちプドガラとは精神・空

間・時間以外の、我々が感覚的に捉えていると

ころのすべてであるといってよいだろう。ジャ

イナ教においてプドガラとはどのようなもので

あろうか。

2.1.極微と集合体

プドガラには〈極微〉と〈集合体〉という大

きな区別がある。プージャパータ’はそれぞれを

以下のように定義している。

〈極微〉
SS 574・1on TAAS 5.25: pradesamiitrabhiivi-

sparsiidiparyiiyaprasavasiimarthyeniir:iyante 

sabdyanta ity ai:iav功 Isau均myiidii加 iidaya

iitmamadhyii iitmantiis ca II 

一微点大を所有する感触など［の属性］の様

態を生み出す能力をもつものと呼ばれるもの

(ai:iyante＝ねbdyante）が極微（ar:iu）である。［極

微は］微細であるから、それ自身がはじまりで
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あり、それ自身が中間であり、それ自身が終わ

りである。

極微は始まりと中間と終わりの区別をもたな

い。つまり部分をもたないということであり、

それ以上分割できないプドガラが「極微」と呼

ばれる。

〈集合体〉
SS 574 on TAAS 5.25: sthfilabhavena g油ai:ia司

nik号epai:i証divyiipiiraskandhaniit skandhii iti 

saqij踊 yanteI rii9hau kriyii kvacit safi upa-

lak明。atvenasrlyateiti grahal)iidivyaparayogye~v 

api dvyai:iukadi号uskandhakhya pravartate II 

［集合体（skandha）は］粗大なものとして掴

むことや置くことなどの働きを集めるものであ

るから集合体（skandha）と名付けられる。行為

がある［プドガラに］存在すれば［行為が］偶有

的に限定するものとして認められる。したがっ

て［集合体という語の］慣習的使用においては

掴むことなどのはたらき［を集めること］がふ

さわしくないニ微果などに対しでも集合体とい

う名称が起こる。

行為の対象となるプドガラが「集合体」であ

る。さらに語源的意味とは結び付かない、すな

わち直接行為の対象とはならないが、二微果、

すなわち二つの極微からなるプドガラなども

「集合体」と呼ばれる。

プドガラはどのような性質をもつのだろうか。

TAAS 5. 23と5.24を見てみよう。

TAAS 5.23: sparsarasagandhavari:iavantaりpud-

galiiりH

プドガラは感触（sparsa）と味（rasa）と香
(gandha）と色（v紅明）とを有する。
TAAS 5.24: 8abdabandhasauk~myasthaulya

sarpsthanabhedatamaschayatapodyotavatas ca 
／／ 

また［プドガラは］音（8abda）と結合（baridha)

と微細性（sauk~mya）と粗大性（sthaulya）とか

たち（sarpsthana）と区分（bheda）と闇（tamas)

と影（chaya）と熱（tapas）と輝き（udyota）を

有する。

SS 574 onTAAS 5.25 3によれば、極微は感触

などを有し、音などを有していない。そして集

3SS 574 on TAAS 5.25: ai:iavaI:i skandha iti bhedabhi-

dhana111 piirvoktasiitradvayabhedasaipbandhanartham I 

sparsarasagandhavari:iavanto ’i:iavaり I skandh功 punaり
8abdabandhasauk~myasthaulyasa111sthanabhedatamascha-

yatapodyotavantas ca sparsadimantas c巴ti／（「‘ai:iav功

合体は感触などと共に、音などを有している。

また TAAS5.5とそれに対する SSでプドガラは

形態を有するとされ、形態（murti）とは色な

どとかたちの変容態であると述べられている40

したがって極微と集合体はどちらも常に感触、

味、香、色を有しており、音などは集合体と遇

有的に結合する。なぜなら音などは互いに排除

しあうからである。「有するJ というのは、「そ

れに変容する」ということである。

さらに地、水、火、風、意5はプドガラに包含

される6。このことは地などのすべてが感触な

どの四種類を有するということを示す。しかし

例えば風が色を有することは直接的に把握され

ない。このことについてプージャパーダは以下

のような解答を与えている。

SS 531-3 on TAAS 5.3: vayumanaso riipadi-

yogiibhiiva iti cet I na I vayus tavad riipadi・

skandha’というように［原子と集合体が］区別して言及
されているのは前に述べられた二つスートラを区別し結
び付けるためである。［すなわち］感触、味、香、色を有
するものが極微である。一方集合体は音と結合と微細性
と粗大性とかたちと区分と聞と影と熱と輝きを有し、か
っ感触などを有する」）

4TAAS 5.5：而pi早めpudgalaり／／（「プドガラは形態を有
する」）

SS 535-1 on TAAS 5.5: riipaip miirtir ity arthaりIka 
miirtiりIriip亙disaipsthanaparii:iamomiirtiりIriipam e弱m
astiti riipii:iaりImiirtimanta ity arthaりIathava riipam 

iti gm;iavis句avacanasabdaりItad e~am astfti riipil)幼／
rasadyagrahai:iam iti cet Ina I tadavinabhavat tadantarbhav功
／（「 ‘riipa’とは形態（miirti）という意味である。【問】
形態とは何か。【答】形態とは色など（感触、味、香、色）
とかたちの変容態である。 ‘riipii:iaザとはそれらに形態
があるものという［意味である。］［つまり］形態を有す
るという意味である。もしくは ‘r色pa’という語は特定
の属性を表示する言葉である。冶pii:iaザとはそれら（プ
ドガラ）にそれ（特定の属性）が存在するという［意味
である。］【反論】［当該のスートラにおいて］味などは言
及されていない。｛答論］そうではない。［味などは］そ
れ（形態）と不可離であるから、それ（形態）に包含さ
れるJ)

Abhidhiinm可endrakosa, vol. 6, 313, 3-4: miirto 

riiparasagandhasparsadisannive8ata tasya dharai:iasvabhavo 
miirttatvam I 

ラここに続く箇所や SS563on TAAS 5.19で意は
「実体としての意」（dravyamanas）と「状態としての意」
(bhavamanas）の二種類に区別されている。 SS563 on 
TAAS 5.19ではどちらの意もプドガラであるとされて
いる。

6SS 531-2 on TAAS 5.3: pfthivyaptejovayumanaipsi 
pudgaladravy巴＇ntarbhavantiI riiparasagandhasparfavattvat 

／（「【答｝地・水・火・風・意は物質（pudgala）という実
体に内包される。色・味・香・感触をもつから」）
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man; sparsavattvad gha~adivat I cak号uradikarai:ia-
gr沼1yatvabhavii.driipii.dyabhii.va iti cet I na I 

paramai:ivadi~v atiprasang拘 syii.tI 
【反論】風と意は色など（味・香・感触）と結び
つかない。

【答論】そうではない。［そのことが以下の論証
式で示される。］まず、

＜主張＞風は色などを有する。

＜証因＞感触を有するから。

＜轍例＞壷などのように。

【反論】目などの作具によって把握されること
がないから、［風は］色などを有しない。

【答論】そうではない。極微などにおいて［知

覚されないことに基づいて色などを有しないこ

とを決定することは］過大適用となろう。

この論証式から、感触、味、香、色のうち、

どれか一つが認識されるならば、それに付随し

て四種類すべての存在が推理されるということ

が理解できる。例えば極微は直接的に知覚され

ないが、粗大な結果からその存在が推理によっ

て認められるにしたがって直接知覚されない

ことに基づいてその存在が否定されることはな

い。それと同様に風や意において、色などが直

接知覚されないことに基づいてその存在が否定

されることはないのである。また次のように述

べられている。

SS 531・6on TAAS 5.3: nanu yath五paramii.Q.iinii.qi

riipii.dimatkii.ryadarfanii.d riipii.dimattvaqi na 

7これに関連して TBVに以下のような記述がある。
TBV 157. 32-37: na ca pradipiidiniim ut悩raりpari早亘mo

na pratyak切り ityetiivatii ‘te tathii na santi' iti vyava・
sthiipayitmp sakyam I anyathli paramai:iiinlim api p盈1・

mai:i9alyagm}lidharatayli pratyak~ato ’pratipattes tadriipa司

tay asattvaprasa白gaりIatha te~lilJl tadriipataylinumlinlit prati-
patter nliyaip do号aりInanu sa anumlinlit pratipattiりpra-
krte’pi tuly亙 Iyathli hi sthillakliryapratipattis tadapara-
siik~maklirai:iam antarei:iasambhavini param勾usattlimava-
bodhayati tathli madhyasthitidar8anaip piirvliparakopsthitim 
antarei:iasambhavi偏mslidhayatiti pratipadayi号yateI （「そし
て灯火などの変容態が直接知覚されないというこの限り
のことによって「それらはそのようには存在しない」と
いうように確定することはできない。そうでなければ諸
原子もまた丸さという属性の基体として直接知覚に基づ
いて理解されないから、そのようなものとして（丸さと
いう属性の基体として存在しないことになってしまう。
【反論】それらはそのようなものとして推理に基づいて理
解されるからこの誤りはない、【答論】その推理に基づく
理解は目下議論中の主題に関しても同様である。実に組
大な結果の理解は、それとは異なる微細な原因なくして
はあり得ないから原子の存在性を理解せしめる。同様に
中間の状態の顕現は前端と後端の状態なくしてはあり得
ないから、それ（前端と後端の状態）を証明する）」）

tathii. vii.yumanaso riipii.dimatkii.ryaqi8 drsya-

飽 iti cet I na (/) te弱m api tadupapatte与／
sarve手取p par am匂iinii.qi sarvariipii.dimatkむya-

tvapraptiyogyatvabhyupagamii.t I na ca kecit 

pii.rthivii.dijii.tivise与ayukt碕 parama平aval}. santi; 

jatisaqikareI].ii.rambhadarsanii.t I 

【反論】例えば、極微には色などを有する結果
が経験される。したがって色などを有するとい
う性質がある。［しかし、］それとは違って、風

や意には色などを有する結果が経験されない。

【答論】そうではない。それら（風や意）にもま

たそれ（色などを有する結果が経験されること）

が妥当するから。すべての極微が、すべての色

などを有する結果を獲得し得ることが認められ

るから。そして極微が地などの特定の普遍と結

びっくことは決してない。種の混交（saqikara)

によって［色などを有する結果が］生み出され

ることが経験されるから。

地という結果が色を有していることから、地

を構成する極微が色を有していることが推理

される。もし地を構成する極微と風を構成する

極微が異なるならば、地を構成する極微が色な

どを有していることは推理できても、風を構成

する極微が色などを有していることは推理でき

ない。風という結果においては色などが直接把

握されないからである。しかしこの記述から、

特定の集合体が特定の極微から成るわけではな

く、あらゆる極微はあらゆる種類の集合体を生

み出すことができるということが理解できる。

したがってすべての極微が形態をもつことが推

理され、風、意を含むすべての集合体は感触な

どの四種類をもつのである。つまり地が形態を

有することから、地を構成する極微が形態を有

することが推理されるならば、その同じ極微が

風を構成し得るから、風も形態を有することが

推理されるのである。さらに極微は集合体の原

因であるだけでなく、集合体の〈分割〉による結

果でもあり得る。したがって風や意が〈分割〉

によって極微となり、その同じ極微が地を構成

することもあり得ると考えられる90

Sこの文の前半の’paramlil).iinlirp 而plidimatklirya-

darsanad’との対応を考慮して ‘riiplidisatkliryarp’を
‘厄padimatkliryarp’ と読み替える。

9TRV 461 26-27 on TAAS 5.25：“kliranam eva 
tad antyam”iti kecit kathayanti paramai:ium I tad a-

samik~itiibhidhiinam I kut功 Ikathaficit kiiryatviit I 
parama1:mr hi kenacit prak量rei:iakiiryaり“bhediidal).u!}" 
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2.2.空間占有

各々の実体は自らの有する微点の数だけの場

所を占有している。微点（pradesa）とは空間単

位であり、一微点は一つの極微が占める場所で

ある10。タ’ルマとアダルマと一つのジーヴアの

微点は〈不可算数〉であり 11、虚空の（微点は）

〈無限〉である12。あるものに微点があるとい

うことはすなわち、それが空間的拡がりをもっ

ということである。ダルマとアダルマと虚空は

単一である13がダルマとアダルマは〈不可算数〉

の部分をもち、虚空は〈無限〉の部分をもつの

である。プドガラの微点数は以下のように示さ

れている。

SS 545-1: on TAAS 5.10: kasyacit pudgal-

adravyasya dvy切ukiideJ:isarp.khyey功 prades碕

kasyacid asai.ikhyeyii anantiis ca I 

二極微の集合体などの、あるプドガラという実

体の微点は〈可算数〉であり、他のあるものの

微点は〈不可算数〉であり、また他のあるもの

の［微点は］〈無限〉である。

プドガラは多数であり、集合体の微点の数は

あるものは〈可算数〉であり、あるものは〈不

可算数〉であり、あるものは〈無限〉である。

ところで、以下の反論でプドガラの空間占有の

矛盾点が指摘される。

[5.27] iti va匂yamai;iatviitI （「ある者たちは極微につい
て「それはまさに究極的な原因であるJ と述べる。それ
は熟慮されていない考えである。【問】なぜか。【答】あ
る点では［極微は］結果であるから。実に極微はある仕
方では結果である。「極微は分割によって［のみ生じる］J

(TAAS 5. 27）と後に述べられるであろうから」）
10SS 541-2 on TAAS 5.8: pradisyanta iti prades玲／

vak号yamiii;ialak号ai;iaりparamiinuりsayiivati k~e位e vyava-
ti~ta旬 sa prade§a iti vyavahriyate I （「‘prade§aザとは指

示されるものという意味である。その特徴が後に述べら
れる極微がある範囲の場所に存立するとき、それが微点
であると言語表現されるJ)

11TAAS 5.8: asarpkhyey功 prade錨 dhanniidharmaika-
jTviiniim// （「ダルマとアダルマと一つのジーヴァに〈不可
算数〉の微点がある」）
TAAS 5ゑ iikiisasyiinantiiりII（「虚空の（微点は）〈無限〉
であるJ)
なお、〈可算数） (saqtkhyeya）とは数えられる数であり、

〈不可算数） (asaqtkhyeya）とは数えられないが限界のあ
る数であり、〈無限） (ananta）とは限界のない数である。

12TAAS 5.9: iikiiSasyiinantiiり／／
13TAAS5.6：通量kiisiidekadravyiii;ii II （「［第一経で列挙さ

れた非命我のうち］虚空まで（ダルマ、アダルマ、虚空）
は単一の実体である」）

SS 545-3, 4 on TAAS 5.10: syiid etad asarp.khyiita-

pradeso lokaJ:i anantapradesasyanantananta-

pradesasya ca skandhasyiidhikarai;iam iti virodhas 

tato nlinantyam iti I 

【反論】次のように考えられるだろう。〈不可算

数〉の微点をもっ世界は、〈無限〉の微点ゃく無

限の無限〉の微点の集合体（skandha）の基体で

ある。このことは矛盾である。したがって［あ

るプドガラの微点は］〈無限〉ではない。

ある集合体の徴点の数が〈無限〉であるとい

うことは、プドガラの集合体には〈無限〉の極微

からなるものがあるということを示している。

しかしプドガラが存立する場所である世界空

の微点の数は〈不可算数〉である。さらに世界

は単一であり、プドガラは多数であるので総体

として両者の徴点数の差はとても大きくなる。

〈無限〉の微点をもつものが〈不可算数〉の微

点しかもたない場所に存立する。つまり有限の

場所に無限の数のものか存在することは不可能

であるように恩われる。しかしどうしてそれが

可能なのだろうか。そこでプドガラの空間占有

の仕方が以下のように説明されている。

TAAS 5.14: ekaprade詞di~u bh司y均 pud-

galaniim II 

プドガラは［虚空の］ー微点をはじめとするも

のに配分される。

このスートラに対して、以下のような説明が

なされている。

SS 553-2 on TAAS 5.14: tadyathii-ekasminn 

iikiisapradese parama1.10r avagiihaり I dvayo1「

ekatrobhaya位a ca baddhayor abaddha-

yos ca I trayiiQiim apy ekatra dvayos tri号u

ca baddhiiniim abaddhiiniirp. ca I evarp. 

sarp.khyeyiisarp.khyeyiinantapradesiin扇n
skandhiiniim ekasarp.khyeyiisarp.khyeyapradese号u

lokiikase’vasthiinarp. pratyetavyam I 

すなわち以下のように［説明される］。「一つの

虚空の微点を一極微が占める。結合したこ［極

微］または結合していないこ［極微］がー［徴

点］または二［微点］を占める。結合した三［極

微］または結合していない三［極微］がー［微

点］または二［徴点］または三［微点］を占め

る。このように〈可算数〉、〈不可算数〉、〈無限〉

の微点をもっ集合体が世界空のー微点、〈可算

数〉の微点、〈不可算数〉の微点に存立すると理
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解すべきである14。

二極微からなるプドガラはー微点あるいは二

微点に存立することができ、三極微からなるプ

ドガラはー微点あるいは二微点あるいは三微点

に存立することができる。同様に〈不可算数〉

の極微からなるプドガラはー微点から〈不可算

数〉の微点までに存立することができる。つま

りプドガラの集合体は、二極微からなるものか

ら〈不可算数〉の極微からなるものはー微点を

はじめとして自らを構成する極微数と等しい数

の微点を、〈無限〉の極微はー微点から世界空の

全体である〈不可算数〉の微点までを占めるこ

とができるのである。〈無限〉の極微がー徴点

に存立することがどうして可能なのだろうか。

これに対して以下のように説明される。

SS 545-4 on TAAS 5.10: paramii.J)viidayo 

hi siik~mabhiivena pari加tii. ekaikasminn 

apy iikii.Sapradese ’nantiinantii. ava向~hante I 

avagii.hanasaktis cai号iimavyiihatii.sti I tasmiid ekas-
minn api pradese anantii.nantii.nam avasthii.naqi na 

virudhyate I 

なぜなら一つ一つの虚空の微点においてもまた、

極微などが微細な存在に変化し、〈無限の無限〉

のものとして存立するからである。そしてこれ

ら（微細な存在）の空間占有能力は否定されな

い。したがって一つの徴点にもまた〈無限の無

限〉のものが存立することは矛盾しない。

このように一つの極微をはじめとして、二微

果、三微果などの集合体はより微細に変容する

ことができる。そしていくら微細に変容しても

プドガラは空間占有能力を失わない。したがっ

τ有限である世界空に無限のプドガラが存立す

ることが可能なのである。

2ふく集合〉の仕方

1.Jなおこの部分の N.L. Jain [2000］と S.A. Jain[1960] 

の読み方は異なっている。
N. L. Jain [2000: 130): If two atoms are bond, they will 

occupy single spacepoint. However, if they are non-bond, 
they will occupy one or two spacepoints. If three atoms are 
bond, they may occupy one or two spacepoints. How巴ver,if 
they are non-bond, they occupy thr1巴巴points.

S. A. Jain[l960: 139]: 1¥vo pa此icleseither combined or 
separate occupy one or two units of space. Three particles 
either combined or separate occupy one, two or three units of 
space according to the nature of the molecular combination. 
この部分は様々 な読み方が可能であろうが、論理的整

合性を考慮して、このように訳す。

先に言及したようにプドガラには極微と集合

体の区別がある。極微は〈分割〉を原因とし、

集合体は〈分割〉と〈集合〉と〈分割と集合〉

を原因とする1¥1. 1. 2でみたように極微と

集合体がより微細に変容することができるとい

うことは、各々の集合体の大きさとそれを構成

する極微の数が比例しないということである。

このことは〈集合体〉を構成する極微同士の結

合は、一般的にイメージされるような互いの連

結ではないことを意味している。では、ジャイ

ナ教では多数の極微はどのようにして集合体を

構成すると考えられるのだろうか。そこでプー

ジャパーダが集合について言及する箇所をみて

みよう。

SS 576 on TAAS 5.26: p~thagbhiit盈】盈n

ekatvii.pattiりsaqighiital).I 

〈集合） (saqighiita）とは別個のものが単一性を
獲得することである。
SS 589 on TAAS 5.2: sati saqiyoge bandhiid 

ekatvap也ril)iimii.tmakii.tsaqighii.to ni与padyate/

結び付きがあるとき、単一なるものへの変容を
本質とする結合16(bandha）によって〈集合〉が
生み出される。
SS 598 on TAAS 5.37: tat時 piirviivasthapra-

cyavanapiirvakaqi tii.r町ikam avas曲面t紅 aqi

priidurbhavatity ekatvam upapadyate I 

それゆえ、以前の状態を離れてから第三の別の

状態が顕現する、というように単一［の集合体］

が生ずる。

以上から〈集合〉も変容の一つであることが

理解できる。ジャイナ教において実体であるた

めの条件は、同一性を保持しながら常に変化を

繰り返していることであるが、極微から集合体

への変容にもまた同一性の持続の側面と変化の

15TAAS 5.26: bhedasaipghii旬bhyautpadyante II （「［プド
ガラの集合体は］〈分割〉と〈集合〉と〈分割と集合〉に
よって生じる」）
TAAS 5.27: bhediid a1_1叫II（「極微は分割によって［の

み生じる］」）
16なお、極微同士の結合は極微がもっ湿性（snigdhatva)

と乾性（riik~atva）を原因として起こる。
SS 572-2 on TAAS 5.24: bandho dvividh。vaisrasikah

priiyogikas ca I puru~aprayogiinapek~o vai訂asika~ I 

tadyathii-snigdhariik~atvagu1.1animitto vidyudulk可aladhiirii-
gnfndradhanuradivi~ayaり／（「結合（bandha）は二種類で
ある。自然のものと作為的なものとである。自然のもの
は人間のはたらきかけに依存しない。それは例えば湿性
や乾性という属性を原因とする稲妻、流星、降雨、火、
虹などの領域におこるものである」）
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側面があるのである。すなわち、多数の極微が

一つの集合体を構成するとき、各々の極微はあ

る点で自性を失い、まとまった極微からなる単

一な集合体へと変容するのである。もっとも極

微は部分をもたないから、部分同士が連結する

ような結合は不可能であるともいえる。ここで

様々な集合体において、極微数＞微点数、つま

り極微数が微点数を上回ることはあるが、極微

数＜微点数、つまり極微数が微点数を下回るこ

とはないということに注目したい。つまりプド

ガラの集合体が自らを構成する極微数以上の微

点数をもつことはないということである。した

がって集合体を構成する極微が互いに隙聞を開

けて集合することや、極微が粗大なものに変容

することはあり得ないのである。

3.ダルマ・アダルマ・虚空

次に、ダルマとアダルマと虚空について、そ

れぞれどのような実体であるのかを明らかにす

る。これらは単一であり行為をもたないものと

して独立の実体に数えられる。

3.1.扶助対象

ダルマとアダルマの扶助対象は TAAS5. 17 

に対する SSで次のように説明される。

SS 559-2 on TAAS 5 .17: gatipari9arninaqi 
jivapudgalanaqi gatyupagrahe kartavye 
dharmastikay功 sadharai:iasrayojalavan matsya-
gamane I tathii sthitiparii:iaminaqi jivapudgalanaqi 
sthityupagrahe kartavye adharmastikaya年
sadharai:iasray功pfthividhaturiv誕vadisthitaviti I 

進行に変容するものであるジーヴァやプドガラ

が進行を受け入れるべきとき、ダルマという有

棄が共通の拠り所である。魚の進行に対して水

が［共通の拠り所であるように］。さらに停止

に変容するものであるジーヴァとプドガラが停

止を受け入れるべきとき、アダルマという有棄

が共通の拠り所である。馬などの停止に対して

地要素が［共通の拠り所である］ように。

ダルマは魚の進行に対する水に例えられる。

すなわちジーヴァとプドガラの進行に対する

拠り所となるものがダルマである。アダルマは

馬などの停止に対する地要素に例えられる。す

なわちジーヴァとプドガラの停止に対する拠

り所となるものがアダルマで、ある。つまりダル

マはジーヴァとプドガラの進行に対して扶助

(upakara）をなし、アダルマはジーヴァとプド

ガラの停止に対して扶助をなす。

そして虚空の扶助対象は TAAS5.18に対す

るSSで次のように説明される。

SS 561・Ion TAAS 5.18: jivapudgaladinam 
avag討iinamavakasadanam avagaha akafasyopa-

karo veditavyaち／

空間占有するものであるジーヴアやプドガラな

どに対する空間付与すなわち空間占有が虚空の

扶助であると知るべきである。

つまり虚空は自身以外の実体に、ある特定の

空間の占有を可能にするのである。

以下これらがどのようにして上記のような扶

助をなすのか詳しく見てみよう。

3.2.行為の成立

進行の原因であるタゃルマと停止の原因である

アダルマを独立の実体であるとするのはジャイ

ナ教に固有の特徴であるが、行為が成立するメ

カニズムにそれらが想定される理由の一端を見

い出すことができる。行為とは実体がある場所

から別の場所へ到達する原因であり、ダルマと

アダルマと虚空は行為をもたず、ジーヴァとプ

ドガラは行為をもっ17。しかしジーヴァとプド

ガラはダルマなくして行為に変容することはで

きない。アカランカは行為を以下のように説明

している。

TRV 446 1-3 on TAAS 5.7: abhyantaraqi 

kriyaparii:iamasaktiyuktaqi dravyam, bahyaqi ca 
nodanabhighatady apek~yotpadyamana与 p紅y亙ya

vise号拘 dravyasya desantarapraptihetuちkriyety 
upadisyate I 

内的には行為に変容する能力を有する実体に、

そして外的には促進や打撃などに依拠して生じ

る実体の特定の様態であり、実体が別の場所へ

到達する原因であるものが行為と呼ばれる。

アカランカによれば行為とは実体の特定の様

態であり、内的原因と外的原因の両方を必要と

する。内的原因とは行為に変容する能力を有す

る実体である。つまりジーヴァとプドガラが行

17SS 539-6 on TAAS 5.7: adhikrtana~ dharma-
dharmakasana~ ni~kriyatve ’bhyupagate jivapudgalana~ 

sakriyatvam arthad apannam I （「目下の主題であるダPル
マ、アダルマ、虚空が行為をもたないものであることが
認められる場合、ジーヴァとプドガラは作用をもつこと
が間接的に帰結する」）
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為を有するということは、行為に変容する能力

を有するということを意味している。一方外的

原因とは促進や打撃など自己の外にある原因

である。その両者に依存して行為は成立する。

ジ、ーヴァとプドガラは、行為に変容する能力を

有する点で内的原因だけを有しており、それら

が行為を成立させるには、更に外的な原因を必

要とする。そこで行為一般の外的原因としてダ

ルマが想定されると考えられる。そして行為が

あれば停止があるから、停止一般の外的原因と

してアタゃルマが想定されると考えられる。

3.3.受動的原因

さらに、自らは行為をもたないダルマとアダ

ルマがどのようにしてジーヴァとプドガラを

扶助するかということが以下のように説明さ

れる。

SS 539δon TAAS 5.7: nanu yadi ni号kriyai:ii

dharmadlni, jlvapudgaliinarp gatyadihetu-

tvarp nopapadyate I jaliidini hi kriyavanti 

matsyadinarp gatyadinimittani ctr号~anlti I nai与功
do~al) I baliidh亙nanimittatvac cak~urvat I 

yatha riipopalabdhau cak~ur nimittam iti na 

vyak与iptamanaskasy旬ibhavati I 
【反論】もし、ダルマなどが行為をもたないと
すると［ダルマなどが］ジーヴァやプドガラの
進行などの原因であることは妥当しない。なぜ
なら行為をもっ水などが魚などの進行などの原
因であることが経験されるから。

【答論】その誤りはない。なぜなら［ダルマな

どは］受動的原因（baliidhananimi tta 18）である

から。［例えば］目のように。例えば「色の認

識に関して目がその原因であるJ ということは

心が散乱した者には当てはまらない。

魚の進行の原因である水はプドガラであるか

ら行為を有する。先にみたように行為を成立さ

せる外的原因は促進や打撃であり、自らも行為

を有する水は、魚の推進力となるなどのかたち

で魚を扶助していると理解できる。しかし行為

をもたないダルマがなぜジーヴァやプドガラ

を扶助することができるであろうか。それは以

18Bhattacharya[1947: 85］は虚空の受動的機能（passive
function）が能動的原因（activecausation）に対して専門
用語として‘BaHidhana’と呼ばれるとし、脚注に以下の
偽を引用している。
Tattvarthasara 39: kriyahetutvam ete~arp niskriyai:iarri na 

hlyat巴Iyata~ khalu baHidhanamatram atra vivak~itam // 

下のような例で説明される。すなわち、目はも

のを見ることを助けるけれども心が散乱してい

るものに目があっても目はものを見ることを助

けない。つまりものを見る能力や意志はあくま

でもジーヴアが有しており、目は「ジーヴァに

ものを見させる」というように能動的に働くわ

けではないのである。この例からダルマはただ

進行を扶助する能力を有しているだけであり、

ジーヴァなどがそれを能動的に利用することが

理解できる。同様のことがアタ‘ルマと虚空につ

いてもあてはまる。

さらにダルマとアダルマは受動的原因である

から、進行と停止が措抗しあうことはない。も

しダルマとアダルマが能動的にはたらくので

あれば、次のような不合理が起こってしまう。

つまり、ジーヴァとプドガラが、同時に同じ場

所を占め反対のはたらきをもっダルマとアダル

マの影響を受けるならば、進行と停止がどちら

も成立しないことになってしまう。しかしジー

ヴァやプドガラは自由自在に進行や停止に変容

する。このことはダルマとアダルマが受動的原

因であってこそ、可能なのである 190

3.4.変容

また TAAS5.7に対する SSにはダルマとア

ダルマと虚空にどのように実体としての要件が

認められるかが述べられている。ジャイナ教に

おいて実体であるための要件とは生起（utpada)

と消滅（vyaya）と持続性（dhrauvya）を有して

いることである200 持続性とは、実体の同一物

であり続ける側面であり、生起と消滅は様態の

変化の側面である。したがって変化のないもの

は実体として認められない。そこで行為をもた

ないこれらの実体にどうして生起や消滅があり

得ょうか、いいかえればどうして様態の変化が

あり得ょうかという反論が提示される210 これ

19SS 559-4 on TAAS 5.17: tulyabalatvat tayor gatisthi-
tipratibandha iti cet I na I aprerakatvat I （「【反論】それら
（ダルマとアダルマ）は同等の力をもつから、進行と停止
は妨害される。｛答論］そうではない。［ダルマとアタやル
マは］促進者ではないから」）

20TAAS(D) 5.30: utpadavyayadhrauvyayuktarp sat// （「生
起（utpada) と消滅（vyaya) と持続性（dhrauvya）と結
びついたものが有である。」）

21 SS 539-2 on TAAS 5.7: atra codyat巴－dharmadini

dravyai:ii yadi ni号kriyai:ii tatas te弱m utpado na 
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に対してプージャパーダは以下のような解答を

与えている。

SS 539-3 on TAAS 5.7: kriyanimittotpadabhave 

’PY 同 初 dharmadinli.m anyathotpli.d功 kalpy-

ate I tadyathli.-dvividha utpad幼 svanimitt均
parapratyayas ca I svanimittas tli.vad anantanam 
agurulaghuguり亙nam li.gamaprli.mai:iyad abhyu-

pagamyamanli.na:qi 明!Sthanapatitaya v~ddh
yli. hanya ca pravartamli.nli.na:qi svabhavad 

ete~am utpado vyayas ca I p訂 apratyayo ’pi
asvadigatisthityavagli.hanahetutvli.t k~arye k~ar.ie 

te弱mbhedat taddhetutvam api bhinnam iti para-

pratyayiipek~a utpiido viniisas ca vyavahriyate 

行為を原因とする生起が存在しないとしても、

これらダルマなどには別様に生起が想定される。

すなわち以下のように［想定される］。［ダルマ

などにおける行為に基づかない生起は］自身を

原因とする生起と他を原因とする生起の二種類

である。まず、自身を原因とする［生起と消滅

について。］聖典の権威に基づいて無限の重く

も軽くもない属性（agurulaghugu明）が認めら

れる。［その属性が］六つの状態におちいるもの

として増加、減少することによってこれら（ダ

ルマなど）に自性に基づく生起と消滅が起こる。

他を原因とする［生起と消滅］もまた［ある。］

馬などの進行、停止、空間占有の原因であるか

ら。それら（馬などの進行・停止・空間占有）

は瞬間ごとに異なるからそれらの原因性もまた

［瞬間ごとに］区別される。このように他を原

因とする場合の生起と消滅が言語表現される。

これら三つの実体の生起と消滅は自身を原因

とするものと、他を原因とするものの二通りに

説明される。まず自身を原因とする生起と消

滅は、自身が有する〈重くも軽くもない属性〉

(agurulaghugm:1a）の増減によってあらわれる

という 220 ＜重くも軽くもない属性〉とは N.L.

bhavet I kriyapiirvako hi gha~adinam utpado df~~功／

utpadli.bhavac ca vyayabhava iti (/) ataりsarvadravyai:iam
utpadaditritayakalpanavyaghata iti I （「これに対して反論
が提示される。【反論］もしダルマなどの実体が行為を
もたないならば、その場合それら（ダルマなど）の生起
があり得ないであろう。なぜなら、壷などには行為に基
づく生起が経験されるからである。そして生起がなし功当
ら、消滅がない。これゆえ、すべての実体に関する生起
などの三つひと組の想定が否定される」）

22Shah[l 967: 20］によれば変容論がダルマ、アダルマ、
虚空にも適用されるようになったのはプージャパーダや
アカランカ以降である。

Jain[2000］によれば個々の実体が内に有する属

性であり、個々の実体の固有性や特徴を維持す

るものである2¥

一方他を原因とする生起と消滅は、三つの実

体の扶助対象であるジーヴァとプドガラの状態

の変化によって与えられる。このように、行為

をもたないダルマとアダルマと虚空も実体とし

ての要件を逸脱することはない。

3.5.世界と非世界

ダルマやアダルマと虚空は、行為をもたずジー

ヴァとプドガラを受動的に扶助するという点で

共通している。そうであれば虚空とは別にダル

マとアダルマを想定する必要はあるだろうか。

そこでダルマとアダルマは虚空に他ならないの

ではないかという反論が提示される。しかしそ

の反論は否定される。なぜならば、虚空の扶助

対象は実体の空間占有であり、さらにダルマ・ア

ダルマが虚空に他ならないとすると世界と非世

界の区別がなくなってしまうからである2＼と

ころで虚空は本来単一であるが、世界空と非世

界空という二つに区分される。それはプージャ

ノtーダによって以下のように説明される。

SS 549-3 on TAAS 5.12: loka ity ucyate I ko 

幻‘agurulaghu’は namakarma（個性を決定する業）の
ーっとしても挙げられている。

SS 305 7-8 on TAAS 8.11: yasyodayad ayaりpi1:JC,avadgu-
rutvan nadhaりpatatina carkatiilavallaghutvad iirdgvaqi gac-
ch雌itad agurulaghunama I （「それの生起によって鉄球の
ように重さゆえに下に落ちないもの。そして綿のように
軽さゆえに上に向かわないもの。それが重くも軽くもな
い性質である」）
なお、 Jamb心vijaya先生によれば、六段階の増加

と六段階の減少とは共に、‘saqikhyeyabhaga’（〈可
算数〉の分割）、‘saqikhyeyagui:ia’（〈可算数〉の
倍増）、‘asaqikhyeyabhaga’（〈不可算数〉の分割）、
‘asaqikhyeyaguりが（〈不可算数〉の倍増）、‘anantabhaga’（〈無
限〉の分割）、‘anantaguI_la’（〈無限〉の倍増）である。

2~ss 559-4 on TAAS 5.17: aha dhaロnadharmayor

ya upakaraりsaakasasya yuktaりIsarvagatatvad iti cet 
I tad ayuktam I tasyanyopakarasadbhlivat I sarve与aqi
dharmadinaqi dravyai:iam avagahanarp tatprayojanam I 

巴kasyanekaprayojanakalpanayaqilokalokavibhagabhavaり／
（「｛反論】［反論して］述べる。ダルマとアダルマの扶助
するものは虚空の［扶助するもの］であることが妥当す
る。［虚空は］すべてに遍満しているから。【答論］それ
は正しくない。それ（虚空）には別の扶助するものが存
在するから。すべてのダルマなどの実体の空間占有がそ
れ（虚空）の目的である。単一の［虚空に］複数の目的
を想定した場合、世界と非世界の区分が存在しないこと
になる」）
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lokal,i I dharmadharmadini dravyai:ii yatra lokyante 
sa loka iti I adhikaraQasadhano ghafi I akasarp. 
dvidha vibhaktarp. lokakasam alokakasarp. ceti I 
Ioka ukta与Isayatra tal Iokaka8am I tato b油il,isar-

vato’nantam alokakasam I 

｛間】［タ．ルマなどの基体は］世界であると述べ
られている。世界とは何か。

【答】ダルマとアダルマなどの実体が見られる

場所が世界である。［Iokaという語は］基体を

意味する GHa前接辞によって形成される語であ

る。虚空は二種類に区分される。すなわち世界

空と非世界空である。世界については既に述べ

た。それ（世界）があるところが世界空である。

それの外側が完全に無限の非世界空である。

世界空とはすべての実体が見られる場所であ

る。その微点の量は〈不可算数〉である250 そ

してその外側があらゆる点で〈無限〉の非世界

空である。非世界‘aloka’は世界‘loka’に否

定を表わす接頭辞がついたものであるから、い

かなる実体も見られない場所である。したがっ

て世界と非世界の違いは他の実体が存在するか

否かである。そして先に言及したようにダルマ

とアダルマが世界と非世界の区別を成立させて

いる。このことについてプージャパータ’は以下

のように説明する。

SS549-4 on TAAS 5.12: lokalokavibhagas 

ca dharmadharmastikayasadbhavasadbhavad 

vijfieyal,i I asati hi tasmin dhru百iastikaye

jivapudgalaniirp. gatiniyam油etvabhavad

vibhago na syat I asati cadharmastikaye 

sthiter asrayanimittabhavat sthiter abhavo 

Iokalokavibhagabhavo va syat I tasmad ub-

hayasadbhavasadbhaval lokalaukavibhagasiddhiり

そして世界と非世界の区分がダルマ・アダルマ

という有棄の存在・非存在に基づいて知られる

べきである。なぜならばそこ（世界空）にダル

マという有粟がない場合、ジーヴァとプドガラ

の運動を支配する原因が存在しないから、［世

界と非世界の］区別がないことになろうから。

そしてアダルマという有東がない場合、静止の

拠り所である原因が存在しないから、静止の非

存在か、もしくは世界・非世界の区分の非存在

25TRV 456 10・11on TAAS 5.12: lokiikiisaip dharmii-
dharmatulyiisaipkhyeyapradefam I bahiりsamantiidanantam 
alokiikiiSam I （「世界空はダルマやアダルマと同等の〈不
可算数〉の微点をもっ。外側は完全に無限の非世界空で
ある」）

があることになろう。ぞれゆえ両方の存在、非

存在に基づいて、世界・非世界の区分が確立さ

れる。

以上のように世界と非世界の区別はタ’ルマと

アダルマの有無に基づいて確立する。ダルマが

なければジーヴァとプドガラが活動すること

は不可能であり、アダルマがなければすべての

ジーヴァとプドガラは常に進行していることに

なる。しかし世界においてはジーヴァとプドガ

ラが秩序立って活動しており、そのような秩序

が見られるのは進行と停止を制限するダルマと

アダルマが存在しているからである。さらに虚

空が無限であるのに対してダルマとアダルマが

存在する場所は世界に限られる。もしダルマと

アダルマが虚空に他ならないとすれば非世界に

も進行の原因と停止の原因が存在することにな

る。そしてその場合、非世界にもジーヴァとプ

ドガラが存在することになる。しかしジーヴア

やプドガラの存在する範囲は無限ではない。し

たがってダルマとアダルマが想定される意義

は、ジーヴァとプドガラが害在する場所を限定

することにもあるのである。

4.時間

空衣派のTAASのテキストには 5.39に‘k剖ii§

ca’（「時間もまた［実体である］」）というスー

トラが挿入されている。このスートラは白衣

派のテキストにはなく、これに対応するもの

として白衣派の TAASのテキストには 5.38に

‘k副誕 cetyeke' （「一部の人は時間もまた［実

体であるという26］」）というスートラがある。

Ohira[ 1982: 17］によればアーガマの伝統におい

て形而上学的世界は五有東（paiiciistikiiya）と六

実体というこつの点から説明されており、後者

の場合には時間は独立の実体として扱われ、前

者の場合には時間は五有家の中に含まれずジー

ヴァやアジーヴァの様態とみなされた。このこ

とから同氏はウマースヴァーテイは TAASに

おいて伝統的な二つの見解を併置したのである

という見解を提示し、両派の時間の扱い方の相

違は教義上の相違ではないとしている270 ここ

26訳は金倉［1944]0
270hira[l982: 30] 
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では空衣派のテキストにおける TAAS5.22と

TAAS5.39に対する注釈を検討し、空衣派にお

ける時間の捉え方を明らかにする。

4.1.扶助対象

時間の扶助対象を述べる TAAS5.22は以下で

ある。

TAAS 5.22: vartanapari前n紘riy向 paratva圃

paratve ca k亘lasya//

時間は［実体の］存在を引き起こすことと変容

と行為と前後関係を［扶助する］。

時間は他の実体に対して「害在を引き起こす

こと」（v制 ana）「変容J(pari頃ma）「運動J(kriya) 

「（時間的）前後関係」（paratvaparatva）を扶助

する。その中で‘v制 加a’とはここで具体的に

何を意味しているのであろうか。プージャパー

ダは以下のように説明する。

SS 569-1 on TAAS 5.22: dhannadiniirp 

dravy句盈psvaparyayanirv:rttirp prati svatmanaiva 

vartamanan盈μ bahyopagrahad vina tadv:rtty-

abhiivat tatpravartanopalak~it功 kiila iti k:ftva 

vartana kalasyopakiira与Iko柑紅白均 Ivartate 

dravyaparyayas tasya v紅 tayitakfilal;l I 
ダルマなどの実体は各々の自身の様態の実現に
おいて自己自身を通じて起こる。外的な扶助が
なければそれ（様態）は寄在しないから、時聞
はそれらを引き起こす行為によって特徴付けら
れる。このように考えて引き起こす［作用は］
時間の扶助するところであると〔言われる。］
【問】 t;liC接辞は何を［意味する］か。

【答】実体の様態が起こるとき時聞はそれを引

き起こす［ということを意味する］。

プージャパーダは‘vartana’について、「使役

接辞である~iC 接辞で終わる動詞語根 v~ 「存
在する」のあとに目的もしくは行為を意味する

yuT接辞が後続し女性形を表わすために女性接

尾辞TaPがついて派生する語である」と説明す

る28。つまり「存在するJ という意味の動調語

根 v~ に使役形をつくる接辞が付加されている

のである。つまり時間はダルマなどの実体を存

在させるということである。そしてこの記述か

ら、存在とは実体の様態の実現に他ならないと

言うことができる。様態とは実際に認識される

状態のことであり、実体は様態を通じてその存

28SS 569-1 on TAAS 5.22: v~t巴r i:iijantat karmai:ii bhav芭
vii yu~i str司i白gevartaneti bhavati I 

在が認識される。様態をもたない実体は存立し

得ないことを考慮すれば、害在を引き起こすこ

ととは、すなわち様態を引き起こすことである

と考えられるであろう。様態を実現させるのは

タ争ルマなどの個々の実体であるが、時間は外的

な扶助者としてそれを助けるのである。しかし

時間もダルマなどと同様に、その扶助機能は能

動的なはたらきではない。プージャパーダは時

聞を使役者としての行為主体（hetukar住）であ

るとしている290

さらに、様態を生ぜしめるものがなぜ「時間」

であると確定されるのかが以下のように説明さ

れる。

SS 569-2 on TAAS 5.22: sa katharp kiila 

ity avasiyate I samayiidinfuμ kriyavise~a・9盈p

samayadibhir nirvartyamananfuμ ca pakadin盈p

samayaり paka ity evamadisvasarpj踊制hi-

sadbhave’pi samayal;l kalal;l odanapaka年kalaiti 

adhyiiropyamai:i拘 k剖avyapadesastadvyapadesa-

nimittasya kalasyastitvarp gamayati I kut均／
gaui:iasya mukhyape匂atvat/

【問】それ（実体の様態を生ぜしめるもの）がど
うして時間であると確定されるのか。

｛答】特定の行為がある瞬間点などと、瞬間点
などによって実現される料理行為などがそれぞ
れ「瞬間点」、「料理行為Jなどと［いわれる］。
このような自己を表わす名称として慣用的に使
用されているものがあるとしても、「瞬間点は、
時間であるJ、「粥の料理は時間である」という
ように付託される「時間J という呼称はその呼
称の原因である時間の存在を理解せしめる。

【問】何故か。

｛答】二次的な［語の使用］は一次的なものに依

拠するからである。

二次的な表示対象をもっ言葉は必ず一次的な

表示対象をもっ。例えば「彼はのろまな人間で

ある」という意味で「彼は牛である」という比倫

表現が用いられる。この比轍表現において「牛」

という言葉は一次的には牛そのものを指す。そ

して二次的にはのろまな人聞を指す。このよう

29SS 569-1 on TAAS 5.22 nai切 do号aりInimittamiitre’pi 
hetukartrvyapadeso df~~aり I yathii“kii向o’gniradhyiipayati 
f’eva:rμ kiilasya hetukart:rta I （「【答論】この誤りはない。単
なる原因であっても使役者としての行為主体（he他ka町）
と呼ばれることが経験されるから。例えば、「牛糞を燃料
とする火が［人を］勉強させる」という［表現において
火は he伽畑町であると呼ばれる］ように。同様に時間は
hetukartrである」）
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に「牛」という言葉を二次的に使用できるのは、

牛そのものが存在しているからである。同様に

何らかの行為が事在しているある瞬間点を「瞬

間点」と呼称する場合、またいくつかの瞬間点

を通じて実現される「粥が煮える」などの料理

行為を「料理行為30」と呼称する場合、それら

の「瞬間点J「料理行為」はどちらも「時間」で

あると言い換えることができる。そのことが一

次的な時間の存在性を示しているのである。

なぜ「瞬間点が時間である」「料理行為が時

間である」というように二次的に時間という言

葉を使用することが可能なのだろうか。瞬間点

は最も小さく区分された時間である。時間の最

小単位を考えることができるのは、時間という

観念があるからである。また料理行為は一定の

瞬間点の集まりという時間である。我々は、料

理の実現を成立させるそれぞれの瞬間点におけ

る微細な料理の実現は、互いに無関係に存在す

るのではなく最終的な料理の完成に向かってい

る、と考える。それゆえその各々微細な料理の

実現が存在する一連の瞬間点を「料理行為」と

呼称する。そのとき、一定の時間間隔がひとま

とまりのものと考えられており、それは我々に

時間の観念が存在することを示している。例え

ば「粥が煮える」ことに主要な意図がある場合

「料理行為」という呼称に対して「時間」とい

う呼称は二次的である。しかし先に述べたよう

に、「瞬間点」「料理行為」という概念には時間観

念が附随している。つまり我々に時間の観念が

あるということが、一次的な時間の存在性を示

しているのである。一瞬間点においても実体の

様態が実現され、一定の瞬間点の集まりにおい

ても実体の様態が実現される。そして何であれ

実体の様態の実現には「時間」という観念が附

随している。このことは時間が実体の様態の実

現を可能にしていることを意味するのである。

4.2. < vyavaharakfila）と（paramarthakala)

変容と行為と前後関係は実体の様態であると

考えられる。そうだとすればこれらは、存在の

異なったあり方であり、下位区分であるといえ

30この場合の「料理行為」（piika）は「生の米が煮えて
粥が実現する」というような、一連の過程からなる料理
の実現を意味する。

る。時間の扶助対象が他の存在を引き起こすこ

とであれば、それらはなぜスートラにおいて別

個に言及されているのであろうか。それは二種

類の時間を示唆するためである。プージャパー

ダは以下のように説明する。

SS 569・6on TAAS 5.22: kaladvayasucaniirtha-

tvat prapaficasya I kalo hi dvividh功 p釘 a-

mar出akalovyavahiirakiilas ca I parむnむ出ak剖o

vartanalak~aり功 I parii:iamadilak手ai:io vyava-

harakala年 I anyena paricchinn功 anyasya

paricchedahetu~ kriyiivise号功 kfilaiti vyavahriy-

ate I sa凶dhavyavati前atebhiito vartamiino 

bhavi~yann iti I 

［変容などを］敷街するのは二種類の時間を示

唆するためである。実に時間は二種類である。

究極的な時間（parama吋時五la）と世俗的な時間

( vyavahiirakiila）である。究極的な時間は存在を

引き起こすことを特徴とする。世俗的な時聞は

変容などを特徴とする。あるものによって確定

され別のものに対して確定の原因となる特定の

行為が［世俗的な］時間と言語表現される。そ

れ［世俗的な時間］は三様に確立される。［す

なわち］現在と過去と未来である。

二種類の時間とは〈究極的な時間〉と〈世俗

的な時間〉である。この区分はクンダクンダ

(Kundakunda）が『ノ号ンチャ・アスティカーヤ・

サーラ』 （Pa元castikiiyasiira）で行っているもの

である31。実体の様態が実現していることから

「時間」というものの存在が理解される。この

場合に理解される時間は〈究極的な時間〉であ

る。この究極的な時間は区分をもたない。そし

てプージャパーダによれば世俗的な時間とは、

「あるものによって確定され別のものに対して

確定の原因となる特定の行為Jである320 例え

31 PA 107: kalo parir.iamabhavo paril)iimo davva-
k副総aiμbhudoI dor.ihaiμ esa sahiivo kiilo khar.iabha開uro
Qiyadi II 
chiiyii: kiilaり parir.iamabhavaり paril)iimo dravya-
kiilasaiμbhiit拘Idvayore号asvabhiiv功 kiilaり k~ar.iabhailgaro
niyataり／／

32これは両方の時間にかかるのか、世俗的な時間にか
かるのか、ここからは判然としないがTRVの以下の記述
を参考にして世俗的な時間の説明であると判断する。
TRV 482 9-10 on TAAS 5.22: vyavahiirakiilaり

paril)iimiidilak切明。 Ikiilavartanayii labdhakiilavyapades功，
kutascit paricchinnaりaparicchinnasyaparicchedahetu~ I 

（「世俗的な時聞は変容などを特徴とする。［絶対的な］
時間の存在によって時間という名称を獲得する。ある場
合に区分され、区分されていないものの区分の原因であ

ro 
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ば太陽の運行という「行為」は究極的な時間に

よって引き起こされる。そしてその、太陽が地

球の周りを回るという行為によって一日という

世俗的な時間の単位が確定される。その一日、

一時間、一分といった時間単位がまた他の事

物の長さを量る330 この一目、一時間、一分と

いった時間単位がまさに世俗的な時間である。

したがって変容などから理解される時間、つま

り我々が究極的な時間に基づいて概念的に区分

した時聞が〈世俗的な時間〉であるといえよう。

4.3.変容

ジャイナ教において実体は二つの特徴をもっ

とされる。すなわち実体は 1.生起（utpada）と

消滅（vyaya）と持続性（dhrauvya）と結びつい

たものであり、 2.属性と様態を有する。ダル

マ、アダルマ、虚空と同様に時間にもまたこれ

らの特徴が当てはまると解釈される340 

プージャパータ守は以下のように説明する。

SS 602-2 on TAAS 5.22: tadyatha-

dhrauvya.J11 ta.vat ka.Iasya svapratyayむp

svabhavavyavasthanat I vyayodayau para-

pratyayau, agurulaghugm;iav:rddhihanyapek号aya

svapratyayau ca I tath亘 gm:ia api kalasya 

sadharat:iasadh亙rat:i釘 iip碕 santiI tatrasadharat:io 
vartanahetutvam, sadharanas cacetanatvamiirta-

tvasiik~matvagurulaghutvadayaり 1 paryayas 

ca vyayotpadalak明頃 yojy功 I tasmad 

dviprakaralak号at:iopetatvad akasadivat kalasya 

dravyatva~ siddham I 

まず時間の持続性は自身を原因とする。自性が

存続するから。消滅と生起は他を原因とする。

また［消滅と生起は］重くも軽くもない性質の増

減を考慮すれば自身を原因とする。同様に［他

の実体と］共通、または［時間に］固有の時間の

る」）
33この例について李［2007:156）を参照した。
3455 602-1 on TAA5 5.39: kim I dravyam iti viikyase将ち

IkutaりItallak与a1:10petatviitI dvividhaf!1 lak切りamuktam 
／‘utp証davyayadhrauvyayuktal)1sat’‘gul)aparyayavad 
dravyam’ iti ca I tadubhayaip lak~a加ip kiilasya vidyate 
／（「［問］［時間もまた］何か。【答］ 'dravyam’「実体であ
る」というように［スートラに］補足がほどこされるべ
きである。【問】なぜか。｛答】［時間は］ぞれ（実体）の
特徴をもつからである。［実体の］二種の特徴が［次のよ
うに］述べられている。［すなわち］、 I. 「生起（utpada)
と消滅（vyaya）と持続性（dhrauvya）と結びついたもの
が有である。」（TAAS5.30）そして 2. 「実体は性質と様
態を有する。」（TAAS5.38）と［述べられている］。それ
ら二つの特徴は時間に存在する」）

〈性質〉もまた存在する。そのうち固有な［性

質］は存在を引き起こす原因であることである。

そして［他の実体と］共通の［性質］は非精神

性、無形態性、微細性、重くも軽くもないこと

などである。そしてく様態〉は消滅と生起を特

徴とするものであると解釈されるべきである。

したがって、二通りの特徴を持つから虚空など

と同様に、時間が実体であることが確立される。

まず時間には、他の実体と区別され、独立の

実体である根拠となる固有の属性がなければな

らない。その固有の属性とは「存在を引き起こ

すこと」である。そして「存在を引き起こす」

という自性が存続するから時間には持続性があ

る。また生起と消滅はダルマ、アダルマ、虚空

の場合と同様に自と他を原因とするというよう

に二通りに説明される。つまり、自身を原因と

するものについては〈重《も軽くもない性質〉

(agurulaghugm)a）の増減によって、他を原因と

するものについては自らの扶助対象の瞬間ごと

の状態の変化によって説明される。したがって

時間が実体であると認められる。

4.4.量

さらに、時間が単一の実体であることが否

定されているお。時間が多数であるとすれば、

時間はどのように存立しているのであろうか。

プージャパーダは時間の量（pramaQa）を究極

的な時間と世俗的な時間の両方について説明す

る。まず究極的な時間の量は以下のように説明

される。

SS 602・5 on TAAS 5.39: Iokakasasya 

y亘vantaりpradesas tavant功 ka.I忌i:iavo ni号kriya

ekaikakafapradese ekaikav:rttya loka~ vyapya 

vyavasthit劫／

世界空の微点の数だけの運動をもたない時間の

極微が、一つ一つの虚空の微点に一つ一つ存在

することを通じて世界に遍満し存立している。

ここでは究極的な時間の量が述べられてい

3588 602 4 on TAA8 5.39：‘a akasad ekadravyaQi’ity 
ekadravyatvam asya syat I tasmat prthag iha kiiloddes功
kriyate I （「［虚空の前に時聞が列挙される場合］「虚空ま
では単一の実体である」［TAA85.6]［と述べられている］
から、これ（時間）が単一の実体であることになるだろ
う。［しかしそうではない。］したがってここで別個に時
間が列挙されている」）

- 96 -



ジャイナ教における物理的世界観の全体像ーSS第五章を中心にー （杉本）

る360 究極的な時間とは先にみたように、概念

的に区分されていない、実体の様態の実現から

推理される絶対的な時間である。時間はダルマ

やアダルマと同様に世界空を隙間なく満たして

いる。しかしダルマとアダルマ、そして虚空自

身は単一であるが、時間は単一ではない。ダル

マやアダルマの場合は単一であって、〈不可算

数〉の微点だけの空間的拡がりをもっており、

世界空全体に遍満している。それに対して時間

は世界空の微点一つ一つに個々の時間が存立

することによって、空間的拡がりをもたないと

いうかたちで、世界空全体に遍満しているので

ある。そしてそのことが以下の引用で示されて

いる。

“logagasapadese ekkekke je帥iyahu ekkakka I 
ray初旬aip.riislv iva te kiiliil}U ffiUl}eyavva //37” 

一つ一つの世界空の微点に実に一つ一つが事立

している。宝石の集まりのように。それが時間

の極微であると知るべきである。

ここでは「宝石の集まりのように」という比

轍によって、時間が世界空の一つ一つの微点に、

互いが混じりあうことなく個別に春立している

ことが示されている。

次に世俗的な時間の量は以下のように説明さ

れる。

SS 604 on TAAS 5.40: sampratikasyaika-

samayikatve’pi afita anagatas ca samaya anan偏
iti lqtva anantasamayaりity ucy蹴 Iathava 

mukhyasyaiva kiilasya pram拘置vadhiirai;iiirtham

idam ucyate I anantaparyayavartan油etutv制 eko

’pi klila1:mr ananta ity up制 .ryateI samayaりpun功
paramaniruddhal_l k剖耐psas tatpracayavise号a

avalikadir avagantavy功／

現在時は一瞬間点からなるとしても、過去と未

来の瞬間点は〈無限〉であると考えて［TAAS

5.40において］「無限の瞬間点からなる」と述

べられている。もしくは一次的な時間の量を限

定するためにこのように述べられている。無限

36TRV 502 4・5 on TAAS 5.40: mukhyaり
paramarthakaiiii:iavaり dharmastikayapradesatulya
asaqtlchyeyii vyiikhyat劫／ （「一次的な究極的な時間
の極微はダルマという有衆の微点と同等の〈不可算数〉
であると既に述べられている」）

37DS22: Ioyiiyapadese ikkekke je tthiya hu ikkekkii I 
rayal)iil)alJl riisim iva te kiiliil)il asaqtlchadavviil)i II 
なお、 SS刊本の引用は最後の句が異なっている。刊本

の‘mui:i巴yavva’は skt. ‘j踊tavyii’である。

の様態の存在の原因であるから、単ーであって

も時間の極微は〈無限〉であると比轍的に表現

される。さらに瞬間点は最高度に分析された時

間の部分である。それ（瞬間点）の特定の集ま

りはーアーヴァリカー38などであると理解され

るべきである。

プージャパーダによれば、ここでは、世俗的

な時間の量が述べられている39。世俗的な時間

とは先にみたように、概念的に区分された時間

である。そして最高度に区分された時間の部分

が瞬間点（samaya）である。その瞬間点は無限

に存在する。そして区分されていない、つまり

始まりと終わりをもたない究極的な時間は〈無

限〉の瞬間点からなるのである。

つまり時間は三次元的な意味において世界空

の全体に空間的拡がりをもたないというかたち

で存在しており、また世界空の個々の微点にお

いて時間軸が無限に延びているのである。

5.おわりに

ジャイナ教の見解では実体、すなわち存在し

ているものは全部で六つの範暗にまとめられ

る。すなわち、ジーヴァ・プドガラ・ダルマ・

アダルマ・虚空・時間である。この中で虚空は

無限の拡がりをもっており、世界空と非世界空

に区分される。世界空にはすべての実体か存立

している。単一であり行為をもたないタ’ルマと

アダルマは世界空全体に遍満しており、多数で

あり行為をもっジーヴァとアジーヴァは世界空

の中で自在に活動する。

プドガラは極微と集合体に区別される。極微

はそれ以上分割されないプドガラの最小単位で

あり、集合体は極微が集合したものである。極

微と集合体を含むすべてのプドガラが感触、色、

味、香を有している。そして極微や集合体は際

38Shah[l 996: 226): Innumerable samayas form an 
iivalika. 16,777,216 avalikiis make a muhiirta, which is of 
forty－巴ightminutes of modem time. 

39SS 603 on TAAS 5.40: vartanalak~ai:iasya mukhya-
sya kiilasya pram匂am uktam I parh.iamiidigamyasya 
vyavahiirakiilasya kilJl pramar.iam ity ata idam ucyate I 

（「【間】存在を引き起こすことを特徴とする一次的（究極
的）な時間の量が述べられた。変容などによって理解さ
れる世俗的な時間の量はどれだけか。このような聞いに
対して［ウマースヴァーティによって］次のように述べ
られる」）
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限なく微細に変容することができる。したがっ

て、プドガラが存在し得る範囲は限られている

が、プドガラの数は無限である。

ダルマはジーヴァとプドガラの進行を可能に

する。アダルマはジーヴァとプドガラの停止

を可能にする。さらにダルマとアダルマはジー

ヴァとプドガラが存在する範囲を世界空に限定

する役目を果たしている。ダルマとアダルマが

なければジーヴァとプドガラは存立し得ないか

らである。またそれが、虚空とは別にダルマと

アダルマが実体として想定される理由である。

虚空はすべての実体の空間占有を可能にする。

時間はすべての実体の様態の実現を可能にす

る。時間は空間的拡がりをもたない実体であ

り、世界空の全ての微点一つ一つにそれぞれ単

独で寄在している。時間の最小単位は瞬間点で

あり、時間は無限の瞬間点からなっている。

ここでジャイナ教の物質観の特徴は、以下の

四点にまとめられる。

1.一つの極微が感触と色と味と香のすべて

を有する。

2.物質が際限なく微細に変化することがで

きるという。

3.扶助機能、すなわちジーヴァとプドガラの

進行と停止を可能にすることを徴表としてダル

マとアダルマが独立の実体として想定される。

4.すべての実体にその最小単位が想定され

る。すなわち形態のあるプドガラの最小単位は

極微であり、形態がなく、空間的拡がりのある

ジーヴァ、ダルマ、アダルマ、虚空の最小単位

は微点であり、空間的拡がりをもたない時間の

最小単位は瞬間点である。

このように SS第五章を通してそれぞれの実

体がどのように関係しあっているかを含めて、

ジャイナ教の物理的世界観の全体像を描き出す

ことができる。ジャイナ教が有する物理的世界

観は非常に撤密で独特である。特に物質の最小

単位を想定することや進行と停止の原因を想定

することは西洋物理学との近接性を感じさせる

が、今後ジャイナ教におけるこのような世界観

の発達過程についてより一層の研究が待たれよ

つ。
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